
 

 

 

 

 

７月２３日 第４回いずみ自然塾 湧水と生きもの 

はじめに 

2023 年 7 月 23 日、梅雨が明け、熱い日でしたが沢山の方に参加いただきました。実際に粟生田大橋

の湧き水の現状を見て頂き、ボランティアスタッフの稲垣が6～10年間の湧き水の観測と農地、河川の

定点写真撮影およびホトケドジョウ調査の結果を報告しました。 

１．粟生田大橋の定期湧き水観察から見えること 

粟生田大橋の下の湧き水は地元の方々には有名でした。身近な湧き水の観察場所で毎月湧き水の状

態、温度と電気伝導度を測定し、降水量、気温との関係を調査していました。そこに、スマートイン

ターチェンジの物流センターができて、地下水の涵養源と考えていた田んぼが一変しました。冬は湧

き水量は少なくなりますが、下の写真のようにこんこんと湧いていた湧き水が涸れるようになりまし

た。丁度物流センターの基礎工事の時期です。基礎工事中は地下水をくみ上げ、調整池へそして水門

から高麗川に放流されています。基礎工事が終わると少し湧き水は戻りました。ところが最近センタ

ーの増設工事が始まったためか涸れることが多くなりました。調整池からの放流は止まることがほと

んどありません。放流水の水温を見ると高麗川の水温と湧き水の丁度中間の温度です。調整池を見る

と池底から地下水が湧いているのが見えます。 

平均気温と湧き水の水温を比較すると約 1～2 か月遅れで連動しているようです。水温は 15～20°と

地下水としては高くなるのでどうやら浅い地下水で、降った雨は比較的短時間で湧いているようです。

このため、近傍の開発の影響がでてもおかしくありません。田んぼからの涵養も減り、敷地に降った

雨は地下水になりにくく、調整池は地下水を遮断するため高麗川に入る地下水が減っていることが考

えられます。ここは 11 月になると湧き水の影響で川霧が発生する場所で、水鳥たちも冬暖かいようで

集まります。湧き水に依存するジュズカケハゼもいるので今後の環境への影響が気になります。 

 

粟生田大橋の湧き水の推移 
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２．私たちの住む町の自然とは 

では、坂戸の町はどうやってできたのでしょうか。秩父の山地が隆起を続け、日本で一番大きな関

東平野が沈降すれる過程で、岩殿丘陵ができ、次いで毛呂山丘陵、高麗丘陵、そしてオレンジ色に着

色した坂戸台地、毛呂山台地ができました。その中で、越辺川、高麗川が流域を作り、私たちの先祖

が住み着いたと考えられます。坂戸台地と城山のある毛呂山丘陵は湧き水が豊富で生活しやすい場所

だったと考えられます。湧き水が多かった場所は以下の通りですが、調べてみると今、湧き水が見ら

れる場所は限られているようです。 

 

坂戸周辺の地形と湧き水の現状 

３．滝不動の湧水定期観察から見える坂戸台地の特徴 

今見ることができる湧き水で最も規模が大きいのが、四日市場にある滝不動の段丘崖の湧き水です。

地元の方のご協力で湧き水の定期観察をさせて頂きました。湧き水の量、温度、電気電導度です。粟

生田大橋と似た結果となっており、水温から浅い地下水で、2～3 か月で降水が湧き出る台地上の環境

が影響する地下水のようです。湧水量の結果は、降水に鋭敏に反応することから表流水が混じった湧

き水と考えられました。台地面の土地利用が湧き水に影響しそうです。 

 

滝不動の湧き水から見えること 

では土地利用の変化はどうか。私が大好きだった滝不動下の農地で定期的に写真を撮りました。こ

の結果は以下の通りで、2013 年には水田が広がっていた当地が、2022 年にはすべて休耕田になってい

る結果になりました。驚くべき速さで環境が一変し、乾燥化が危惧されます。 



 

滝不動周辺の農地の変遷（約 10 年） 

 ４．湧き水の生きもの 

湧き水の環境変化を坂戸台地の扇端部（小沼～紺屋）で調べた結果は以下の通りです。扇端部は一

般に湧き水が豊富で坂戸台地でもサンヤツと言われる３つの谷が発達し、湧き水が絶えることがな

く、地表より浅い場所に地下水面があるため井戸を掘って陸田も作られたようですが、その結果、谷

地の湧き水は涸れたようです。昭和 45～50 年頃から除草剤が使用されるようになって生きものがいな

くなったことが記されています。 

 
坂戸台地扇端部（小沼～紺屋）の環境変化 

また、日高、毛呂山などの外秩父山地は、1970年代に相次いでゴルフ場が開業し、団地開発なども

合わさって、こちらも自然環境は一変しています。この時代には町史作成のための調査が各市町で行

われていますが、湧水の代表、ホトケドジョウは、昔は居たがほとんど確認されなくなった魚になっ

ています。 

今回、地元の自然を観察・調査しているメンバーでホトケドジョウ調査会を結成して湧き水、同関

連せせらぎ、河川を調査した結果、以下のような生きものに出会いました。本来、清流に棲む生物の

他に外来及び国内外来の生きものが確認されました。 



 

湧き水の生きものたち 

５．生き残ったホトケドジョウ 

越辺川流域ではほとんど絶滅したと考えられていたホトケドジョウが数か所で確認できました。ホ

トケドジョウの特性は以下のとおりであり、普通のドジョウ、シマドジョウとも明らかに違う遊泳す

る魚に近いドジョウです。有識者の方々にご指導、ご助言をいただき、越辺川流域で生息の可能性が

考えれる 93地点を調査しました。雲をつかむような調査でしたが、城西大学に環境 DNAによる生息調

査ができる研究室があり、武州ガスの助成金が得られたことにより実現しました。昔は高麗川にもい

た魚でしたが、湧き水、それが流れるせせらぎの一部、河川整備された小規模河川でも水がきれいで

土砂の再堆積で生息環境が整う限定された場所に生き残っていました。

 

 環境DNAで確認できた地点、実際に捕獲調査で確認できた地点は本資料がネットに掲載されるため販

売目的の乱獲を避けるため差し控えますが、代表的な生息環境の写真を以下に載せました。前記した

ように、越辺川流域の成り立ちが湧き水を生み、農地の近代化、都市化やゴルフ場開発の波にさらさ

れながらもタイムカプセルのような場所が残ったと考えています。しかし、細流は管理の問題などか

らどんどんコンクリート水路に変わっていきます。小規模河川では洪水対策で河床改変、堤防強化の

中で生息環境の喪失、工事による個体の死滅の危機にあります。生息環境を地元及び関係者が知って

保全を図る必要があります。 



 

６．最後に 

 参加者の方から粟生田大橋では調整池から高麗川に水が入るので湧き水が涸れても良いのかとの質

問をいただきました。湧き水は土壌の微生物で浄化、さらにその下の地層を通る中でろ過されていま

す。そして夏冷たく、冬暖かい水です。水の質が違うとご説明しました。 

生物多様性の国家戦略が立ち上がり、ネイチャーポジティブという言葉が広がり始めています。人

口減少、里地里山の荒廃、食料自給率の大幅低下を踏まえて、私たちは一度立ち止まって、100 年後の

子供たちがどう暮らしているのかを想像することから暮らし方を見つめ直す時期がきたと思います。 

ホトケドジョウ調査会としては以下の提言をしていきます。 

タイムカプセルのような場所に生き残ったホトケドジョウの存在を知って、この講座が私たちの町

の価値を見つめ直し、住み良い町づくりを進める機会になることを祈っています。（講師 稲垣喜弘） 

 


